
令和７年度 防災講演会～発災時のトイレ問題について～（開催報告） 

令和８年２月 15 日に発災時のトイレ問題について防災講演会を開催いたしました。 
水洗トイレは、大地震が発生すると断水や下水道管の破損により、突然使えなくなる可能

性があります。災害時に備えて、携帯トイレの備蓄や使い方等について改めて確認をお願い
いたします。 

１ 開催概要 

（１）日 時：令和８年２月 15 日(日)
（２）場 所：港北公会堂ホール
（３）参加者：約 130 名
（４）講 師：特定非営利活動法人日本トイレ研究所 加藤 篤 代表理事

２ 当日の様子 

３ 携帯トイレの一般的な使い方 

１ 準備 
便座を上げ、ポリ袋（または付属の汚物袋）を便器全体に被せ、その上から便座を下 
げて固定します。 

２ セット 
携帯トイレの専用汚物袋を、便座と便器の間に差し込むようにして上から被せます。 

３ 用を足す 
  袋の中に尿・便を排泄します。 
４ 凝固・処理 

排泄物に付属の凝固剤を全体にふりかけて固めます。 
５ 密封・廃棄 

汚物が入った袋を取り出し、空気を抜きながら固く縛り、燃やすごみとして処分します。 

４ 参考資料 

講演会でも紹介された携帯トイレの基本的な使い方等に関する資料を添付します。災害
時に備えて、携帯トイレの備蓄や使い方等について改めて確認をお願いいたします。 

２ 月 区 連 会 資 料 
令和８年２月 20 日 
港北区総務課防災担当 
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